
有
部

の
無
明
論

に
つ
い
て

(
田

中
)

一
八
二

有
部

の
無
明
論

に

つ
い
て

田

中

教

照

無
明

(
a
v
i
j
a
)

を
含
む
煩
悩
論
と
し
て
て
は
、
三
漏

(
t
a
y
o
 
a
s
s
a
d
a
s
)
、

四
暴

流

(
d
s
g
g
d
s
 
o
y
r
u
)
、

四
範

(
c
a
y
t
r
r
 
y
o
u
i
r
)
、

七
随

眠

(
s
a
t
t
a

a
t
r
r
y
t
u
y
t
u
)

な
ど
が
す
で
に
経
典
に
お
い
て
現
わ
れ
て
い
る
。
ア
ビ
ダ
ル

マ
で
も
当
然
こ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
例
え
ば

『集
異
門
足

論
』
や

『品
類
足
論
』
を
見
る
と
、
「無
明
漏
」
や

「
無
明
暴
流
」
「無

明
結
」
な

ど
を

一
致
し
て

コ
ニ
界
の
無
知
L
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
の

よ
う
な
解
釈
は
後
期
の
論
書
、
『
倶
舎
論
』
に
も
見
出
せ
る
。
「無
明
漏
」

を
解
釈

し
て
、
「無
明
漏
は
三
界
の
無
明
を
い
う

の
で
あ

つ
て
、
十

五

(1
)

事
あ
る
」

と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
、
有
部
で
は
、
無
明
を
三

界
に
及

ぶ
根
本
無
知
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
有
部
に
は
、
有
部
特
有
な
煩
悩
論
と
し
て
、
「九

十
八
随

眠
」
つ
ま
り
、
十
随
眠
を
三
界
五
部
に
配
当
し
て
説
く
考
え
方
が
あ
る
。

こ
れ
も
案
外
早
い
時
期
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
法
纏
足
論
』
の

沙
門
果
品
第
四
に
は
、
四
沙
門
果
と
断
煩
悩
と
の
関
係
を
説

い
て

「
無

為
の
預
流
果
と
は
、
謂
く
三
結
永
断
し
、
及
び
彼
の
種
類

の
結
法
を
永

断
す
る
、

即
ち
こ
れ
八
十
八
の
諸
随
眠
を
永
断
し
、
及
び
彼

の
種
類

の

(
2
)

結
法
を
永
断
す
る
な
り
、
こ
れ
を
無
為
の
預
流
果
と
名
つ
く
」
と
あ
る
。

以
下
同
様
に
無
為

の
一
来
果
と
は
、
三
結
永
断
、
即
ち
八
十
八
随
眠
の

永
断
と
食

・
瞑

・
擬
の
多
分
の
永
断
で
あ
る
。
不
還
果
と
は
、
五
順
下

分
結
の
永
断
と
九
十
二
随
眠
の
永
断
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ

に
、
預
流
と
は
三
結
を
永
断
し
た
者
と
い
う
経
典
の
解
釈
と
、
見
惑
八

十
八
随
眠
を
永
断
し
た
者
と
い
う
有
部
特
有
の
煩
悩
論
か
ら
す
る
解
釈

と
が
並
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
九
十
八
随
眠
論
は
、

見
修
無
学
の
三
道
に
よ
つ
て
煩
悩
を
断
じ
て
い
く
修
行
道
と
の
関
連
に

お
い
て
み
て
い
る
の
で
あ
り
、
見

・
修

・
無
学

の
三
道
は
「
聖
諦
現
観
」

を
中
心
と
す
る
修
行
道
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
も
ま
た
四
聖
諦
と
の
関
連

が
問
題
と
さ
れ
て
来
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
、
煩
悩
を
個
別
的
性
格

の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
経
典
の
煩
悩
論
に
か
わ
つ
て
、
煩
悩
を

一

括
し
て
四
聖
諦
と
の
対
比
の
上
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
有
部
の
九
十
八

随
眠
論
が
成
立
す
る
理
由
が
あ
る
。

就
中
、
『識
身
足
論
』
以
後
の
論
書
が
無
明
を

「
相
応
無
明
」
と

「
不

共
無
明
」
と
に
分
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
煩
悩
の
根
本

で
あ
る
無
明
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に
つ
い
て
、
経
典
的
煩
悩
論
か
ら
修
行
道
と
相
関
す
る
煩
悩
論
を
新
た

に
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
、

そ
の
こ
と

(
3
)

に
つ
い
て
述
べ
る
。
『
識
身
足
論
』
で
は
、
不
共
無
明
は
五
部
に
通
じ
、

修
所
断
煩
悩
と
し
て
も
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
説
明

は
何
も
な

い
。
『発
智
論
』
は
、
「
諸
の
無
明
の
、
苦
集
滅
道
に
お
い
て
不
了
な
る

(4
)

を
不
共
無
明
と
い
う
」
と
定
義
し
て
い
る
。
従

つ
て
、
四
諦
に
関
す
る

無
知
が
不
共
無
明
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
然
ら
ば
、
『
識
身
足
論
』

の

「
修
所
断
の
不
共
無
明
」
と
い
う
言
葉
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
早
速

問
題
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
有
部
の
修
行
道
論
で
は
、
見
道
で
四
諦

の

無
知
を
は
な
れ

一
果
を
証
得
す
る
と
な
つ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
O
『婆

(5
)

沙
論
』

で
は
こ
の
点
を
問
題
に
し
、
三
通
り
の
解
釈
を
与
え
て
い
る
。

問
不
共
無
明
為
二但
見
所
断
一為
レ通
二
五
部
一耶
。
設
爾
何
失
。
若
唯
見
所

ラ
バ

断

識
身
論

説
当
二
云
何
通
幻
(
中
略
)

答
応
レ作

二是
説

幻
如
レ
是
無
明
唯
見
所

ト

ル

セ

断
。
(
中
略
)
彼
文
応
レ作
二是
説
殉
彼
是
修
所
断
随
眠
不
二相
応
一無
明
相
応

心
。
不
レ応
二説
言
一彼
是
修
所
断
不
共
無
明
相
応
心
。

こ
こ
に
説

く
第

一
説
は
、
不
共
の
字
を
相
応
せ
ざ
る
の
意
味
に
読
み
か

え
る
こ
と
に
よ

つ
て
結
局
見
所
断
の
無
明
と
理
解
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

第
二
説
は
、

有
作
是
説
。
不
共
無
明
五
部
皆
有
。
問
若
爾
此
本
論
文
何
故
不
説
。
答
此
中

但
説
二
見
道
所
断
不
共
無
明
↓
以
下此
無
明
迷
二四
聖
諦
一不
中
与
随
眠
相
応
起
上

故
。
修
所
断
者
錐
レ非
二随
眠
相
応
而
起
一而
不
レ迷
レ諦
是
故
不
レ説
。

と
述

べ
て
い
る
。

一
応
修
所
断
の
不
共
無
明
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
は

四
諦
に
迷
う
も
の
で
な
い
か
ら

『発
智
論
』
に
は
説
い
て
い
な
い
の
だ

と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
不
共
無
明
を
と
り
わ
け

て
相
応
無
明
と
区
別
す
る
理
由
は
四
諦
に
迷
う
煩
悩
を
第

一
の
根
本
煩

悩
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
で
あ

つ
た
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
O
無
明

煩
悩
が
あ
ら
ゆ
る
煩
悩

の
根
本
で
あ
る
こ
と
は
、
十
二
縁
起
か
ら
も
当

然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
四
諦
の
無
知
と
関
係
ず
け

つ
つ
、
す

べ

て
の
煩
悩
の
生
起

の
背
景
に
四
諦
の
無
知
が
横

わ
つ
て
い
る
こ
と
を
主

張
す
る
と
こ
ろ
に
、
有
部
の
不
共
無
明
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
特
色
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
を

一
層
明
ら
か
に
す
る
の
が

『婆
沙
論
』
の
三
漏
の
解
釈

の

箇
所
で
あ
る
O欲
漏
と
有
漏
と
で
三
界
の
煩
悩
は
尽
さ
れ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
無
明
漏
を
独
立
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
答
え
て
、
上
首
と
周

普
と
遍
行
と
い
う
三

つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
で
も
、
無

明
が
す

べ
て
の
煩
悩
の
上
首
だ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
説
明
が
最
も
詳
し

く
、
主
た
る
理
由
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
無
明
を
第

一
原
因
と
し
て

(
6
)

十
随
眠
が
生
起
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
こ
れ
は
後
に

『
雑
心
論
』
や

(7
)

『
倶
舎
論
』
で
、
十
随
眠

の
生
起
の
次
第
を
説
く
と
し
て
、
こ
れ
だ
け

(8
)

取
り
出
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
重
要

で
あ
る
。

上
首
者
。
謂
無
明
覆
故
於
四
聖
諦
不
楽
不
忍
昏
迷
不
了
。
(中
略
)
由
不
楽

故
便
生
猶
予
。
謂
此
是
苦
、
為
非
苦
耶
、
乃
至
是
道
、
為
非
道
耶
。
如
是
無

明
引
生
猶
予
。

一
切
猶
予
能
引
決
定
。
(中
略
)
若
遇
邪
説
得
邪
決
定
。
便

有
部

の
無

明
論

に
つ
い
て

(
田

中
)

一
八
三
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有
部

の
無
明
論

に
つ
い
て

(
田

中
)

一
八
四

謂
無
苦
乃
至
無
道
。
如
是
猶
予
引
生
邪
見
。
彼
作
是
念
、
若
無
四
諦
決
定
有

我
及
有
我
所
。
如
是
邪
見
引
生
身
見
。
復
作
是
念
、
此
我
我
所
為
断
為
常
。

若
見
二所
執
相
似
相
続
一便
謂
為
常
。
即
是
常
見
。
若
見
二所
執
変
壊
不
ワ続
便

謂
為
断
即
是
断
見
。
如
是
身
見
引
生
辺
見
。
彼
於
三
見
随
計

一
種
能
得
清
浄

解
脱
出
離
、
即
是
戒
取
。
如
是
辺
見
引
生
戒
取
。
復
作
是
念
、
如
是
三
見
既

得
清
浄
解
脱
出
離
便
為
最
勝
即
是
見
取
。
如
是
戒
取
引
生
見
取
。
彼
愛
自
見

(9
)

憎
志
他
見
於
自
他
見
称
量
起
慢
。

こ
れ
に
よ

つ
て
十
随
眠
の
生
起
の
次
第
は
、
無
明
↓
疑
↓
邪
見
↓
身
見

↓
辺
見
↓
戒
禁
取
見
↓
見
取
見
↓
貧
↓
瞑
↓
慢

の
順
と
な
る

の
で
あ

る
。
必
ず
し
も
こ
の
順
に
す
べ
て
の
十
随
眠
が
生
起
す
る
わ
け
で
は
な

い
と

『
倶
舎
論
』
は
述

べ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
、
四
諦
の
無
知
が
、
す

べ
て
の
煩
悩
の
根
本
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
三
界
の
煩
悩
に

遍
行
す
る
こ
と
、
を
示
す
た
め
に
特
に
無
明
漏
が
建
て
ら
れ
て
い
る
の

だ
、

と

『
婆
沙
論
』
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く

て
、
す
べ
て
の
煩
悩
に
相
応
す
る
煩
悩
で
あ
る
無
明
が
、
さ
ら

に
す

べ
て
の
煩
悩
の
発
生
の
第

一
原
因
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
、
そ
れ

は
四
諦

に
対
す
る
無
知
を
意
味
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
、
こ
の
有
部

の
不
共
無
明
論
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
不
共
無
明
は
四
諦
現
観
を
中
心

と
し
た
有
部
の
修
行
道
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
四
諦
の
理
に
迷
う
見
道

所
断
の
煩
悩
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
断
惑
の

(
1
0
)

四
因
を
説
く

『倶
舎
論
』
の
所
論
は
、
こ
の
不
共
無
明
、
す
な
わ
ち
四

諦
不
了
の
四
聖
諦
現
観
に
よ
る
捨
断
が
、
す

べ
て
の
煩
悩
の
捨
断
と
関

連
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
第

一
因
で
あ
る

「
所
縁
の
遍
知
」
と
は
、
四
聖
諦
を
遍
く
知

る
こ
と
に
よ
つ
て
断
ぜ
ら
れ
る
煩
悩

の
こ
と
を

い
う
。

そ
れ
は
見
苦

・

集

の
自
界
縁
、

つ
ま
り
九
上
縁
を
除
く
煩
悩
と
、
見
滅

・
道
の
無
漏
縁

の
十
八
煩
悩
と
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
因
で
あ
る

「能
縁

の
断
」
と
は
、

能
縁
の
惑
を
断
ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
断
ぜ
ら
れ
る
煩
悩
で
、
見
苦

・
集

の
他
界
縁
の
惑
で
あ
る
こ
れ
は
、
見
苦
集
の
自
界
縁

の
煩
悩
に
縁
ぜ
ら

れ
て
起
る
煩
悩
で
あ
る
か
ら
、
自
界
縁
の
煩
悩
が
所
縁
の
遍
知
に
よ
つ

て
断
ぜ
ら
れ
れ
ば
、
能
縁
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
断
ぜ
ら
れ
て
し
ま
う

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
第
三
の

「
所
縁

の
断
」

と
は
、
所
縁
を
断
ず
る

か
ら
、
断
ぜ
ら
れ
る
惑
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
見
滅

・
道
所
断

の
有
漏

縁

の
惑
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
有
漏
縁

の
惑
は
、
邪
見

・
疑

・
無
明
と

い
う
無
漏
縁
の
惑
を
所
縁
と
し
て
起
る
か
ら
、

こ
の
無
漏
縁

の
惑
が
所

縁

の
遍
知
に
よ
つ
て
断
ぜ
ら
れ
た
時
に
は
、
有
漏
縁

の
惑
も
断
ぜ
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
第
四
の
因
と
は
、
「修
惑
の
断
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

対
治
道
の
生
起
に
よ
つ
て
断
ぜ
ら
れ
る
惑
の
こ
と
で
あ
る
。

か
く
て
、
能
縁
断
の
惑
と
所
縁
断
の
惑
と
は
、
結
局
、
所
縁
の
遍
知

に
よ

つ
て
断
ぜ
ら
れ
る
か
ら
、
能
縁
断
、
所
縁
断
と
い
う
断
惑
の
二
因

の
設
定
は
見
所
断
の
煩
悩
が
四
諦
の
遍
知
に
よ

つ
て
す
べ
て
断
ぜ
ら
れ

る
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
随
眠
発
生
の
根
本
原
因

で
あ
る
不
共
無
明
の
断

も
四
諦
現
観
に
よ

つ
て
四
諦
の
無
知
を
破
る
こ

と
に
あ
る

の
で
あ
る
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し
、
見
惑
八
十
八
随
眠
の
断
も
四
諦
現
観
に
よ
る
こ
と
が
こ
れ
に
よ

つ

て
明
ら
か
で
あ
る
。
見
惑
八
十
八
随
眠
も
、
要
す
る
に
四
諦
不
了
の
不

共
無
明
を
断
ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
断
ぜ
ら
れ
る
随
眠
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

筆
者
は
、
四
諦
不
了
の
煩
悩
を
不
共
無
明
と
し
て
殊
更
に
と

り
上
げ
、

そ
れ
を
根
本
煩
悩
と
し
て
、
聖
諦
現
観
の
修
行
道
と
対
置
す

る
と
こ
ろ
に
有
部
の
煩
悩
論

の
特
質

を
見
る
。
『
婆
沙
論
』
の
、
世
尊

が
衆
生

の
た
め
に
説
か
れ
た

「抜
済
法
」
は
四
聖
諦
で
あ
る
、
と
い
う

所
論
は
、
有
部
の
世
尊
に
対
す
る
評
価
を
示
す
と
同
時
に
、
有
部
思
想

を

一
貫
す
る
基
本
的
考
え
方
で
あ
る
O
有
部

の
煩
悩
論
に
も
こ
の
点
は

貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
不
共
無
明
を
四
諦
の
不
了
と
定
義
す
る
の
は
有
部

の
創
見

 れ
 

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
す
で
に

『
雑
阿
含
』
巻
十
二
に
、
十

二
因
縁

の
中
の
無
明
を
説
明
し
て
、
「
無
明
と
は
若
し
は
前
際
を
知
ら

ず
、
後
際

を
知
ら
ず
、
前
後
際
を
知
ら
ず
」
云

々
と
、
以
下
、
内

・
外

・

内
外
、
業

・
報
、
業
報
、
仏

・
法

・
僧
、
苦

・
集

・
滅

・
道
、
因
、
因

所
起
の
法
、
善
不
善
、
有
罪
無
罪
、
習
不
習
、
劣
勝
、
染
汚
清
浄
、
分
別

縁
起
、
を
皆
悉
く
知
ら
ず
、
六
触
入
処
に
於

い
て
如
実
知
見
せ
ず
、
彼

々
に
於

て
不
知
不
見
無
間
等
な
し
、
擬
無
明
大
冥
な
る
こ
と
で
あ
る
、

と
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
説
明
は
初
期
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
、
例

 れ
 

 
あ
 

 む
 

え
ば

『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
、
『
集
異
門
足
論
』
『
法
纏
足
論
』
の
凝
不
善

根
を
解
説
す
る
中
に
ほ
ぼ
同
じ
形
で
現
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
こ
に

苦

・
集

・
滅

・
道
を
知
ら
な
い
こ
と
も
無
明
の
説
明
と
し
て
入

つ
て
い

る
。

し
か
し
、
有
部
は
修
行
道
と
の
関
連
か
ら
、
「
四
聖
諦
」
以
外
の
も

の
を
捨
て
た

の
で
あ
る
。
パ
ー
リ
上
座
部

の
論

書

で
は

「苦

・
集

・

滅

・
道
、
前
辺

・
後
辺
、
前
後
辺
と
相
依
性
縁
起
法
に
お
け
る
無
知
を

 
め
 

無
明
と
す
る
」
こ
と
に
定

つ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
「
相
依
性
縁
起
法
」

な
る
も
の
が
入
つ
て
い
る
点
に
特
質
を
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

は
、
不
共
無
明
と
相
応
無
明
と
を
区
別
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「欲
貧
結
は
無
明
結
に
よ
つ
て
結
に
し
て
結
相
応
で
あ
る
。
無
明
結
は
欲
貧

(
1
6
)

結

に
よ

つ
て
結
に
し
て
結
相
応

で
あ
る
」

と

い

う
形

で
、

九

結

と
無

明

結

と

の
相

応

性

を

重

視

し

て

い
る
。

か

く

て
、

阿
含

経

曲
ハ
の
無

明

論

は
、

そ

れ
ぞ

れ

の
部

派

の
思

想

の
特

色

に

よ

つ

て
異

つ
た

解
釈

を

生

ん

で

い

る

こ
と

が
知

ら

れ
る
。
.
パ
ー

り

上

座
部

に

つ

い
て
は
改

め

て
論

ず

る

こ

と

に
す

る
。

1
 
A
r
e
r
u
m
-
t
p
r
e
u
o
(
P
.
 
p
r
e
r
o
u
 
e
d
.
)
p
.
 
3
0
6
。

2

『
法

薙
足
論
』
巻
第
三
、
大
正
二
六
、

四
六
四
下
。

3

『
識
身
足
論
』
巻
第
四
、

大
正

二
六
、

五
四
九
上
。

4

『
発
智
論

』
巻
第
二
、
大

正

二

六
、
九

二

五

下
。

5

『
婆
沙
論
』
巻
第
三
八
、

大
正
二
七
、

一
九
七
上
i

中
。

6

『
雑

心
論
』
巻
第
四
、
大
正
二
八
、

九
〇
四

上
。

7

『
倶

舎
論
』
巻

第

二
十
、

大
正

二
九
、

一
〇

七
上
ー

下
。

8

『
心
論
』

は
十
随

眠
を
必
ず

し

も
生

起

の
次
第

に
よ

つ
て
説
明

し
な

い
。
(
大
正
二
八
、

八

一
五
下
-

八

一
六
上
。
)

こ
れ
は

『
心
論
』

が

『
婆
沙
論
』
と
関
連

し
な

い

一
の
証
拠

で
あ
る
。

9

『
婆
沙
論
』
巻
第
四
七
、
大
正

二
七
、

二

四
五

下
。

10
 
A
.
 
k
h
 
p
p
.
 
3
2
9

3
8
。

11

大
正
二
、

八
五
上
。

12

巻
第
六
、

大
正

二
八
、

五

七

〇
中
。

13

巻

第
三
、
大
正
二
六
、

三
七
六
中
-

下
。

14

巻
第

九
、
大
正

二
六
、

四
九
四
下
。
15

た
と
え
ば
無
明
漏
(
a
v
r
t
y
)
の
説
明
D
d
g
t
t
t
r
y
t
r

o
n
i
,
 
1
9
5
。

16
 
i
b
i
d
 
p
.
 
2
0
0
。

有
部

の
無
明
論

に
つ
い
て

(
田

中
)

一
八
五
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